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Studying on the selfhardening mould， the authors obtained the fol1owing results. The various 
properties of selfhardening mould seem to be influenced remarkably by temperature. And in 
caw of relatively low temperature such as five or ten degrees， it is preferable to use sodium­
silicate mixed respectively with molecular ratio 2.5 and 3.0 as equal amounts. 
Ac∞rding to the authors' experimental results， it is best to use the mould sand.mixed with six 
percent sodium-silicate and three percent dicalcium-silicate from the viewpoint of col1apsibility 
of the mould after casting and alωof economy. 1n case of hゆtemperature for in嗣nce eighteen 
or twenty-three degrees， to use sodium-silicate of mole叩lar ratio 2.5 is most desirable. And 
the authors obtained the best result by using five percent of sodium-silicate and three percent 
of dicalcium-silicate. 
The higher the value of molecular ratio of sodium-silicate， the shorter the useable time of the 
mould. The residual strength of this田lf hardening mould is stronger than tha t of the mould 
making use of 002 proce田.
1. 緒 言
鋳物工業においては造型作業に， 多くの人手と労働
時聞を必要としている。しかし近年作業環境の悪さ等
から人手不足 が生じてきている。そのためにも， 型の
つき固 めや， 型の乾燥 が省略でき， また造型 が容易
で， 熟練工 が不必要である白硬性鋳型の研究， 関発 が
盛んに行なわれ， 広く採用されるよ うになってきた。
自硬性鋳型といっても， 硬化機構， 粘給剤等により種
々あるが， 前報(第2 0巻〉では主に抗圧力， 硬度に及
ぼナ ダイカJレ添加量， 水ガラス量等配合割合について
報告した。ここでは放置時間と強度の関係をはじめ，
水ガラスのモル比， 温度， 硬化促進剤jを変化させた場
合の通気度， 表面安定度， 可使時間， 残留強度等基礎
的実験を行ない検討を試みた。
2. 実 験方 法
実験に用いた材料の粒度及び化学成分は表ー1�5
に示ナ 。
LE竺回日|判例同 1り竺岨竺T
Z雪山j型也剖2 .91 0 . 5 1 0.2 10.1 1 0.1 
表-2 ダイカ/レの粒度分布
粒 度 (me必) い 0ト200 1 200-300 1 300以上
重 量 (%) 1 8.9 1 1 5.6 1 75.5 
化学成分 1 SiO2 1 A12仰向山aO 沖1Ig.l価
主主弘|瓦同 0.98 1 0.3210.0円有五子
表-4 ダイカルの化学成分
竺宇吋ヰ坐竺i02
童量 %例1 26.62引] 50.41川1 6.6位2 1 4.3 お5 ] 9例
表ー5 水ガラスの化学成分
l 仙 ] Na20 ] �io�rl 毛ル 比
J 1 S 2号 ] 34 � 36 ] 14 � 15 1 54 1 2.5 
11 S 3号 ] 28 � 30 1 9 � 10 1 40 1 3 .0 
配合割合は珪砂に対して，水ガラス量 5. 6.7w%
ダイカノレ量3 ，4 ，5w%を夫々添加し， 36r.p.m小
型シンプソンミノレで混練した。混砂順序，時間は次の
通りである。
20sec 
珪砂+ダイカ/レ十ベントナイト → グリオキザ-Jレ
40sec 18 0sec 
→水ガラス →作成
混練後直ちに50mm再x50.e標準試験片並びに 25
mm世x50.e試験片を作成し ，抗圧力，通気度，表面安
定度を測定した。 抗圧力は鋳物砂万能試験機， アムス
15 
ラ」万能試験機を使用し，通気度は1IS規格による通
気度試験法によって， 表面安定度 (SSI) は， 6 mesh 
簡で1 分間箭後，飾後の蓑量/ í請前の重量x100 (%) 
で測定した。その他可使時間，残留水分，吸湿水分，
残留強度を測定した。可使時聞は混線後間分ごとに試
料を作成し， 24時間後測定。残留水分は試料を1100C
で2 時間乾燥後， デジケ』タ』中 で冷却し， (乾燥前
の重量一乾燥後の重量)/(乾燥前の重量) x 100(%)で
測定， 吸湿水分は24時開放置後底に水をはったデシケ
ータ」中に入れ測定，残留強度は24時間放置後200，
400， 600， 8 00， 1000， 12000C の各温度に1 時間保持
後常温で24時間放置して測定した。
実験は気温 5�10oC，湿度75�8 5%で行なった。
3. 実験 結 果
毛ノレ比 2.5の水ガラス使用によるダイカJレを一定に
した場合の放置時間と強度の関係を図一1に示す。水
ガラス添加量，ダイカノレ添加量共増加するにつれて，
抗圧力は上昇しているが水ガラス 5%，ダイカノレ3%
配合で 抗圧力は 5時間で1.2 kg/cm2， 水ガラス7%
， 〆イカノレ 5%配合でも 抗圧力は 5時間で3kg/cm2 
と硬化反応、は非常に遅い， モノレ比 3 .0 の水ガラス使用
でのダイカル一定にした場合の放置時間と強度の関係
を図-2 に示す。
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図-1 各ダイカル量における水ヵ・ヲス量変化及び 放置時間と強度の関係
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図-2 毛Jν比3.07kガラスに於けるその添か温及び〆イカル量変化による放置時間と強度の関係
水ガラス添加量の増加につれ， 抗圧カは上昇し立上
り強度は高く，水ガラス7%， ダイカJレ 4%配合で1
時間で2.8 kg/cm2 と高いが， その後の放置時聞に 対
する抗圧力の上昇は緩慢で24 時 間で8kg/cm2であ
る。また水ガラス5% ， ダイカル 4%配合では1 時間
で1.7kg/cm2， 24時間で3.5kg/cm2と1.8kg/cm2
の抗圧力上昇であり， 同じように水ガヲス5%， ダイ
カル5%配合では1 時間から24 時間の聞に 1埼/cm2
の抗圧力上昇が見られるだけで， ほとんど平行線の状
態になっている。
モル比 3.0の水ガラス使用での水ガラス一定にした
場合の放置時間と強度の関係を図-3に示ナ。水ガヲ、F・ ー 守 ー 、
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図-3 モJレ比3 ，0水ガラスに 於けるダイカル主主及び水ガラλ嚢変化によ号放置時間と強度の関係
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図-4 水カeラス(モノレ比2. 5及び 3.0混合)の変化とダイカノレ変化 による放置時間と強度の関係
ス 5%添加では2時間以後， ダイカ/レ量が多い 程抗庄 の関係を図- 4 に示す。 水ガラス， ダイカノレ添加量の
力が低下し， 同様 に水カeヲス量6， 7 %一定のもので 増加につれ抗圧力は上昇しているが， 24時間で 〆イカ
も， 〆イカ/レ5%添加のものはいずれも抗圧力は低下 ノレ 5%添加のものはそれぞれダイカノレ 3%， 4%添加
している。 のものより低下 している。 しかし水ガラス7%， ダイ
毛ノレ比 2. 5とモノレ比 3.0の水ガラスを 50%ずつ混合 カノレ 5%配合では抗圧力が1 時間で1.9kg /cm2， 5 
して使用 した場合の〆イカノレ一定での 放置時間と強度 時間で 8.2kg /cm2と硬化反応、は速く， それぞれの配
圧
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函 5 高温におけるモル比2. 5の水ガラスを変化 した場合の放置時間と強度の関係
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図-6 水ガラス5%の場合のモル比変化による 放置 時間と強度の関係
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図-7 水ガラス 6%の場合の毛ノレ比変化による 放置 時間と強度の関係
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合でも1 時間で 抗圧力は0.6- 1.9kgjcm2 であり，約
1- 2 時間で離型可能で、ある 。
モIレ比2.5の水ガラスの使用では初期強度が非常に
低かったので温度 18- 23.C， 湿度 60-65 %での放
置時間と強度の関係を調べてみた。 その結果を図-5
に示した。 硬化速度は速く，水ガラス， ダイカJレ添加
量が増加する につれて抗圧力は上昇しているが，24 時
10 
間では逆に〆イカノレ添加最少ない方が 抗圧力は上昇し
ている。次にそれぞれの配合で水ガラスのモル比を変
えたものを図-6- 8 に 示した。
水ガラスのモyレ比3.0 は，ダイカル量増えるにつれ
硬化速度は緩慢であるが， 水ガラスのモ Jレ比 2.5と
3.0を混合したものは硬化が非常に速い。 ダイ カノレ
3 ， 4%添加では，7.Kガラス5%の場合水ガラス毛fレ
抗圧
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図-8 水ガヲス7%の場合のモ/レ比変化による放置時間と強 度の関係
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図-9 グリオキザーJレ(GS)添加の影響
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図-10 ベントナイト添加の影響
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比2.5 が最も抗圧力は高くなっているが， 水ガラス量
増加するにつれ， モノレ比2.5 と3. 0 を混合した水ガラ
スの方が， 抗圧力は高くなってくる。全体的にみ れ
ば， 水ガラスの毛ノレ比2.5%使用では硬化速度が遅過
ぎ， モ/レ比3. 0 の水ガラス使用では， ゲJレ化が速すぎ
ることによる最終強 度が低く， 水ガラスのモル比2 .5
とモノレ比3. 0 を混合した水ガラスが最も適しているよ
うである。
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図-11 恒湿(湿度100 %)中における吸湿7.K分
表- 6 各配合における湿態通気度
I_I_�' ''' - I ... ，�.. Iベント|グリオキ|珪砂 i 水ガ ラ ス l ダ イカル |ナイト |ザ 』ル | 通気度
5号 n= 2.5 5 1 3 437 
� 。 5 5 426 
9 n=子3. 0 5 3 450 
b n= 2 .5 7 3 455 
9 。 7 4 438 
� n= 3.0 7 3 478 
// n= 2 .5 7 3 2 403 
。 。 7 3 0.35 435 
// 。 7 3 0.7 0 418 
モル比2.5 %の水ガラスを使用した場合， 硬化速度
が非常に遅いため硬化促進剤としてのグリオキザ-/レ 抗
( G.8 )  ， ペントナイトの影響を調べた。 その結果を
図-9 ， 図-10 に示す。
ベントナイト2 %添加では硬化速度を速めるが24時
開放置 では， ペントナイト無添加のものより低下して
いるのに対し， G.8 添加は少量でも抗圧力 を 上 昇さ
せ， 初期強度および最終強度とも添加量を増すにつれ
著しく増加している。また吸湿水分を調べた結果を図
-11 に示す。通気度測定では珪砂5号と砂が粗いため
か非常に良好であった。
湿態通気度測定の結果は表- 6 に示す通りである。
砂のポロツキ性すなわち表面安定度(88I)測定 の
結果代謝旬なものを取りあげ図-12に示した。
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水ガラス(%) ダイカル(%) ベントナイト(%) GS(%) 
l モJレtt2.5 7 4 
2 JI 2.5 7 3 OJO 
3 モJレ比; 5 6 4 
4 モル比3.0 7 3 
5 モル比2.5 7 3 2 
6 モJレ比3.0 5 5 
図-12 各種間合に於ける放置時間と表面安定度
の関係
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図-13 8 0C に於ける各種配合の場合の可使時間
水ガラス添加量多い程良くなり， 〆イカル添加量多い
程悪くなっている。可使時間については8 .Cに於ける
水ガラス添加量7 %〆イカル添加量 3%配合での結果
40 
を図一13に示す。
毛ノレ比2. 5の水ガラスでは120 分，モノレ比3.0 の水
ガラスでは20分，モノレ比2.5と3. 0 の水ヵ・ヲス50%ず
つ混合のものでは7 0分， 毛/レ比2.5の水ヵ・ラスにグリ
オキザ』ノレ(G . S)0.7 0 %添加では8 0 分の可使時間が
あった。
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図-15 試験片の寸法差による強度の変化
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図-1 6保持温度と残留水分の関係
毛ノレ比2.5と3. 0 の50 %ずつ配合のものは モ/レ比
2.7 5程度と考えられるので， 7kカ守ヲスのモノレ比が，高
くなる 程可使時聞は 短かくなっている。
崩壊性を調べるため残留強度を測定した結果を図←
1 4に示す。20 00C付近て、抗圧力は高くなり， 温度の 上
昇と 共に低下し， 自硬性では800 0C附近で最低を示す
が120 0 0C附近になると焼付によって再び抗圧力 が 上
昇している。水ガラスのモノレ比の高い方がまたダイカ
ル， ベントナイト等添加物の多い方が抗圧力は 低下し
ている。G.S 添加のものも， ほぼ 崩壊性良く， 特に
20 0 0C附近での崩壊性は良好となっている。 全般的に
自硬性は 残留強度が低くなっており， 崩壊性は良好で
あるの
50 世x50 Lと 25件x50 Lの試験片を作成して， 放置
時聞に対する抗圧力を測定してみ ると， 同じ配合， 同
じ条件下でも放置時間と共に抗圧力に大き な差 が 生
じ， 体積に対する表面比の大きな25世x50 L の方が
抗圧力は高くなっている。 この結果を図 1 5に，また
残留水分について測定の結果を図-1 6に示した。
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4. 考 察
4.1. 放置時間と強度の関係
く4.1.A>水ガラスのモfレ比2. 5の場合
水ガラスの添加量，ダイカル添加量 共増加するにつ
れ硬化反応生成物が増加するため抗圧力は上昇してい
るが，図-1 でみ るように，水カ。ラス量5 %，ダイカ
ノレ量5 %の配合のものは24時間での抗圧力がダイカノレ
3 ，4%配合のものより低くなっている。 これは，5時
間後硬化反応と 共に脱水が起こり，20時間では7.kガラ
ス量に対するダイカノレ添加量 が多いため未反応水ガヲ
ヌが少<. ， 水ガラスの粘結カによる接着強さ が小さい
ため， 抗圧力がダイカ戸3， 4%配合のものより低下
していると考えられる。水ガラスのモJレ比2.5の場合
は硬化が非常に遅いために， 離型に必要な抗圧力1�
2kg/cm2を得るのに4�5時間も必要となっ て い
る。 そのため， 低温時での使用の場合は一時的にでも
加熱によって硬化を速進させるとか， あるいは硬化促
進剤(ベントナイト， グリオキザ-Jレ等)の添加等が
必要である。 24時間では15kg/cm2と特に高い値を
示している。
<4.1.B.> 水ガラスのモJレ比3.0の場合
図-2，3に示すように， 水ガラス5%添加では2時
間以後ダイカル添加量が多い程抗圧力は低下してい
る。 同様に水ガラス6， 7%， 添加にダイカJレ量5%
配合のものも， ダイカル量3， 4%配合のものより抗
圧力が低下している。 これは， 高毛ノレ比の水ガラス程
ゲル化を起こ し易く， 脱水縮合反応によって水分の蒸
発も著しくなるため硬化 反応、は速くなる。 しかし水ガ
ラスの毛ル比3.0の場合， 3分間の混練中にゲJレ化が
進むために立上り強度は高くなるがその後の抗圧力は
ほとんど上昇せず， モル比2.5と比較して24時間の場
合非常に低い値を示した。叉水ガラス添加量少なく，
〆イカル添加量多い程混練中におけるゲル化が激しい
ため〆イカル添加量5%配合のものがダイカJレ添加量
3， 4%配合のもの より抗圧力が低くな っ ていると考
えられる。 このことは ， 添加水ガラス全部がゲノレ化
し その縮合反応が進んで無水珪酸に近づくと水ガラ
ス
の粘結性は失われ， その強さが逆に低下する
こと
は， ガス型において炭酸ガスを過剰に通気すると強さ
が逆に低下する。 1)このことは放置時間と共に抗圧力
が上昇ずるためには米反応水ガラスの存在が必要なわ
けである。7.KガヲスモJレ比3.0では立上り強度が高い
ため 30分で隊型に十分な抗圧力が得られるが， 24時
間後の最終強度が低いため鋳込みに必要な抗圧力
8 kg/cm2 程度 を必要と する場合水ガラス 7 % に〆イ
カJν量3， 4%配合のものは良いが他は強度面， ボロ
ヅキ性等からみて不適当である。
<4.1.0>水ガラスのモル比2.5とモル比 3.0を混
合した場合
水ガラスのモ1レ比が高くなる程硬化速度は速くな
り， 硬化反応生成物等の増加によって抗圧力は高くな
ることは 先に述べたが， 水ガラヌのモJレ比2.5と3.0
を50%ずつ混合した水ガラス全体の毛Jレ比は2.75程
度と考えられ， "'Il: jV比3.0のように混練中にゲル化を
起こすこともなく， ほほ1�2時間で離型可能であり
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最終強度も水ガラス5%配合で8.-10 kg/cm2， 水ガ
ラス量6， 7%配合で12�18kg/cm2と抗圧力も十分
であ り低温時で は最も実用的なもの と な っ てい る。
<4.1.D> 室温を変えた場合の水 ガラ ス毛Jレ比2. 5
の強度
水ガヲスのモJレ比2.5の場合夜化速度が遅いため温
度18�230C湿度60�65%での強度を調べた。図-5
に示すよう に硬化は非常に速く， 水 ガラス 7 %， ダイ
カル5%配合では， 放置後3時間(8.2 註g/cm2)で
鋳込み可能である。24時間放置ではダイカル量の多い
方が抗圧力低下 し てい る のは， 水ガラ スとダ イカ ルに
よる反応生成物の接着よりも5時間後では未反応水ガ
ラスが〆イカJレ量の少い程多く存在ナる ため脱水 と 共
に水ガラスの粘結力による硬化作用の方が優先してい
るためと考えられる。24時間での抗庄カも水ガヲス7
%， ダイカル3%配合で28.5 kg/cm2， 強度で、は最
も高くな っ ている。 実際的には強度面， 経済性， 鋳型
の耐火度か らみれば水ガラス 5 %， ダイカ ル 3 %配合
のものは， 高温時において十分実用的で ある。
4.2 硬化促進剤!としてのグリオキザ-!レ， ベン
トナイトの影響
SUプロセス等に使用されてνるグリオキザールは
水ヵ・ヲスと反応することによって水ガラス中のNa20
を消費して， モJレ比を高め， 発熱を伴うため水ガ、ラス
とダイ カルの硬化反応を促進する 。 グリオ キザ - Jレ
CHO ・
(G.S)は | なる 化学式をも ち次のよう に水ガラ
CH O 
スと反応する。 2)
CHO CH20H 
NaOnSi02 + 2 I + H20→2 I +nSi02 
CHO COONa 
図-9に示されるようにG.Sを少量添加しても抗
圧力の上昇には著しいものがある。 しかし水ガラス量
7%， ダイカJレ量3%配合にG.S1.05%および1.40
% 添加の 24 時間後の残留水分は2 . 81 %， 3.05%と非
常に高くなっている。 また図一11 に示すよう に， G.S 
添加量が増す程水分の吸湿カも大きくなゥている。 こ
れは水ガラス と G.S の 反応に よって シ リ カゲルが 生
成されるためと考えられる。 これらのことから G . S
添加は0.35%程度にしておく必要がある。 ベントナ
イトによる影響では， 図-10に示すように初期の抗圧
力は上昇するが， 42時開放置では低下している。
4.3 通 気 度
鋳込みの際， 鋳型中のガスや蒸気の放出が不完全で
あれば，吹かれ， ピンホ-Jレ等の欠陥を生ずることか
らも通気性は十分でなければならない。表-6に示す
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ように湿態通気度は 400-500 の聞であり， 生型では
良くて2 5程度， 乾燥型でも生型の1 .5 - 4倍程度であ
るから非常に良好である。 本実験では粗い珪砂 5号を
使用したためと考えられる。実際には差し込み等の欠
陥を防ぐため珪砂 6 号 7号等の細かい砂が混合して
使用されているため通気度はより悪くなるはずである
。この試験法は空気の通気量を時間で測定するわけで
あるが，空気は他のC02， O2， H2等のガスに比べ て
通気の悪いものであるから実際鋳型に適用して間違い
ない。しかし鋳込んだ時は，鋳型中の水分の膨脹やガ
スの膨張等によて，実際には，非常に悪くなると考え
られる。その他にも塗型をすれば一層悪くなると考え
ねばならない。
4.4 表面安定度
表面安定度(551) す なわち砂のボロツキ性のこと
であるが，551 が悪いと鋳 込み に際し，すくわれ，
しぼられ， 洗われ等鋳物に色々な欠陥を生ずる。実験
での代表的なものを図 12に示す。水ガラス添加量の
少ない程，ダイカル添加量が多い程悪くなっている。
また 毛ノレ比高くなる程悪くなり， 特に水ガラスのモノレ
比3 .0では水ガラス量 5 %のものと， ダイカノレ量5 %
のものは非常に窓くなっている。
一般に551は 90 %以上必要とされているが， モノレ
比2. 5の水ガラスを使用したものは非常に良好であっ
た。モノレ比2. 5とモル比3.0の水ガラスを混合したも
のも ほぼ良好であり，グリ オキザーノレ添加のものは一
層，551を良くするようであるが， ベントナイト添加
は懇くなっている。クリ オキザーノレ添加で、は良くなる
のは，強度が大きいことと，水分量が多いためと考え
られる。
4.5 可 使 時 間
図 13 に示すように 毛ノレ比2. 5の水ガラスでは120
分， 水カ守ラスのモノレ比2.5と3 .0を混合した も の で
は 7 0分， 水ガラスのモノレ比3.0では20分，水ガラス
モノレ比2.5にグリ オキザ�/レを 0.7 %添 加で は80分
の可使時聞があった。モノレ比2.5では一致するのに，
モノレ比3 .0では著者の実験で は 非常に 短 い の は，
岡林氏3)らの混練時間( 1 分間，著者 3分間)，混練
量( 50 kg， 著者 4k子)であるから， 水ガラスのモ/レ
比3 .0では， ゲーノレ化が平いた め 差 が 生じ てきたと
考えられる。いずれにしても高モル比の水ガラス程可
使時聞は短かくなるわけである。また 温度によっても
当然影響がでてくるわけで， 温度が高くなれば可使時
間も短かくなるから， 冬期間には高モノレ比の水 ガ ラ
ス， 夏期聞には低モノレ比の水ガラスを使用 す れ ば よ
い。その他水カ守ラス量，ダイカノレ量，硬化促進剤(グ
リ オキザーノレ， ベントナイト等)によっても違ってく
るから， 必要な可使時間に合わせて選択， 配合すれ
ばよい。 しかし， 水ガラス戸ダイカノレ系自硬性鋳型
では， 造型して数時間放置した鋳型の上に新しく混練
した砂をっき固めても，うまく接着するため可使時間
は短かくても， 次々に新しく混練してゆけば，何ら支
障がないことから，ある程度の可佼時間があれば，あ
まり問題にする必要はないと考えられる。
4.6 残 留 強 度
ガス型は一般に，水ガラスーダイカノレ系 自硬性鋳型
に比べ崩壊性が悪いと言われているが， 岡見氏4)はガ
ス型中には未反応、の7.Kガラスが35 %程度残留し て お
り，これが崩壊性の悪い原因であろうと述べている。
このことから我々の実験で，ダイカノレを多く添加した
方が残留抗圧カが低くなっているのは，水ガラスと〆
イカノレの積化反応により，ダイカノレ添加量の多い方が
残留している未反応水ガラスは少ないわけであり，そ
のため崩壊性は良くなると考えられる。また，ダイカ
ノレ添加量;の多い方が8500C 付近におけるダイカノレ中の
2CaO・5i02 の結品形による αI�>r変態，すなわち
ピ→Tへの転移は冷却に際し，比重3 .3 1のαrから比
重2. 96 の7に変化するため約12%の急激な容積膨般
をする。この粉塵化もダイカノレ量が多い程大きくなる
わけであるから，8000C付近においても抗圧力は低下
すると考えられる。水ガラス系自硬性鋳型では高 温域
での溶融した水ガラスが，砂粒子を溶融侵食するため
に生ずる焼着によっての砂落ちの悪さあるいはそれに
よる鋳肌の不良が問題となっている。この焼着による
崩壊性の悪さを改善するために色々な崩壊剤が研究さ
れているが，まだ適当な崩壊剤がみつかっていないの
が現状である。しかし低 温域においてはピッチ粉， コ
」クス， 木粉， バノレプ廃液， 糖蜜等が効果があるとさ
れている。
4.7 試験片形状の違いによる強度
水ガラスーダイカ/レ系自硬性鋳型の硬化 に つ い て
は， 外部からの因子( 温度， 湿度， 大気中のCO2等)
に影響を受け易いことや，硬化機構の複雑さのためま
だ不明な点も多い。硬化は①水ガラス溶液とダイカ/レ
反応②ダイカノレの水利反応、③鋳型中の水分の蒸発④大
気中の CO2 ガスと水ガラス溶液との反応， 等によヴ
て起こると考えられる。そこで水ガラス量 7 %， 〆ィ
カ/レ量3 %と同じ 配合で 50世x50と25世x50の試験片
を作成して抗圧力を測定した結果，図 1 5に 示 すよ
うに1 時間で 0.4kg/cm2， 5時間で3 .4 kg/cm2， 
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24時間で8.3 kg/cm2と放置時間と共に抗圧力に差が 分， 水ガラスのモ1レ比2.5 とモJレ比3 .0を混合したも
生じ， 25世x50の方が大きくなっている。これは同じ ので7 0分， 水ガラスのモル比3 .0で20分， 水ガラスの
配合であるから￠②については同じ条件で、あるため① モ1レ比2 .5 にグリオキザ-/レ0.7%添加のもので80分
④の影響によると考えられる。 であった。水ガラスのモル比が高くなる程， 可使時閉
また残留水分も放置時間につれ水分に差が生じ， 温 度 は短かくなっている。
が高くなれば一層差が大きくなっている。その他水ガ (8)残留強 度はガス型に比べ良好であった。水ガラ
ヲス添加量が多い程， 抗圧力の差も大きくなることな スのモル比が高くなる程， ダイカJレ添加量が多い程，
どから①による鋳型中の水分の蒸発による水ガラス粘 崩壊性は良くなっている。
度の上昇に伴 う接着強きが非常に大きく鋳型の強 度に (9)鋳型中の水分の脱水による強度の上昇には大き
影響していると考えられる。 なものがあり， 造型後， 1時間から水分の脱水による
水ガラス粘 度の接着力による抗圧力の上昇 が みられ
5. 結 言
これまでの実験結果を まとめてみると次のよ うにな
る。
(1) 低温時 ( 5 -10'C) においては， 硬化速 度が遅
いので高毛Jレ比の水カ寺ラスの使 用が良好である。水ガ
ラスのモノレ比2 .5 とモノレ比3 .0を50%ずつ混合して使
用したものが， 硬化速 度， 最終強 度の面から最も良か
った。その うちでも水ガラス6- 7%， ダイカル3 -
5%添加のものは24時間放置 で抗圧力12 - 18 .2 kg/
cm2 を得ているが， 崩壊性， 経済性， 表面安定性等
を考えれば， 水ガラス6%， 〆イカノレ3%配合のもの
が良い。水ガラスの毛ノレ比3.0の場合では， 〆イカル
4%に水ガラス7%添加のものが3時間で 5 kg/cm2 
24時間で8 kg/cm2 と抗圧力は最も高く良好である。
(2) 高温時 (18-23 'C) では水ガラスモノレ比2.5 が
良い。最終強 度を考えれば水ガラス7%添加のものは
23 .6-28 .4 kg/cm2 (24時間) の抗圧力があり申し分
ないが， 経済性， 崩壊性等を考えれば水ガラス5%，
ダイカfレ3%配合でも十分である。
(3) 気 温 の変化に対して， あるいは可使時間の調節
には， 高毛ノレ比と低毛Jレ比の水ガラスを適当に混合し
て使 用すれば効果がある。
(4)低温時での硬化促進剤としてベントナイト， グ
Fオキザ-/レの添加は有効である。特にグリオキザ」
Jレの添加による抗圧力上昇は著しいが， 残留水分， 吸
湿水分等を考えて添加量を 0.35 %程度で止めておく
方が良い。
(5) 通気度は湿態で400-500 と良好である。
(6) 表面安定度は水ガラスのモノレ比が高くなる程悪
くなり， 水ガラスのモル比3 .0でダイカル5%のもの
と， 水ガラス5%のものは悪く， 他は大体良好であっ
Tこ。
(7) 可使時聞は温 度8 'Cで水ガラス7%， ダイカ/レ
3%配合のもので、は， 水ガラスのモノレ比2.5 で12Q
る。
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